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てしかがスタイルのエコツーリズム推進全体構想

　

こ
れ
ま
で
３
回
に
わ
た
り
、
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
全
体
構
想
に
つ
い
て
、
解
説

を
し
て
き
ま
し
た
。今
回
は
、
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
推
進
す
る
た
め
に
欠
か
せ
な

い
「
エ
コ
ツ
ア
ー
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
（
掲
載
は
隔
月
で
、
全
６
回
を
予
定

し
て
い
ま
す
）

　

そ
も
そ
も
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、

「
地
域
な
ら
で
は
の
特
色
」
を
地
域
振
興

や
環
境
保
全
に
生
か
し
て
い
く
観
光
の

あ
り
方
の
こ
と
。こ
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

を
実
践
す
る
ツ
ア
ー
の
こ
と
を
「
エ
コ
ツ

ア
ー
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。地
域
ら
し
さ

を
生
か
し
、
参
加
者
も
学
び
な
が
ら
滞
在

で
き
る
持
続
可
能
な
取
り
組
み
と
し
て
、

全
国
で
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
地
域
ら
し
さ
と
い
う
の
は
、

当
然
な
が
ら
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
で
す
。例

え
ば
海
辺
の
町
な
ら
ば
、
漁
港
の
た
た
ず

ま
い
で
あ
っ
た
り
、
漁
具
の
手
入
れ
方
法

で
あ
っ
た
り
、
伝
統
的
な
魚
の
食
べ
方
な

ど
も
「
地
域
な
ら
で
は
の
特
色
」
に
含
ま

れ
ま
す
よ
ね
。で
は
弟
子
屈
ら
し
い
特
色

と
は
何
で
し
ょ
う
。た
く
さ
ん
の
誇
れ
る

特
色
が
挙
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
ま

ず
は
こ
の
豊
か
な
自
然
が
大
き
な
特
色

と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

弟
子
屈
で
は
、
屈
斜
路
湖
や
釧
路
川
で

の
カ
ヌ
ー
ツ
ア
ー
を
は
じ
め
、
豊
か
な
森

を
歩
く
散
策
ツ
ア
ー
、
星
空
を
観
察
す
る

ツ
ア
ー
、
馬
に
よ
る
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア

ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
エ
コ
ツ
ア
ー
が
あ

り
ま
す
。多
く
の
皆
さ
ん
に
こ
の
町
の
自

然
の
豊
か
さ
を
伝
え
る
こ
と
は
、
自
然
を

守
り
継
承
す
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。そ

れ
に
よ
っ
て
地
域
内
の
魅
力
が
向
上
し
、

大
き
な
経
済
効
果
が
で
て
く
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
町
の
文
化
や
歴
史
を
学
び
な
が

ら
、
地
域
の
方
々
と
も
触
れ
合
え
る
よ
う

な
新
し
い
エ
コ
ツ
ア
ー
の
開
発
も
進
め

て
い
ま
す
。皆
さ
ん
の
も
と
に
も
ご
協
力

の
お
願
い
に
伺
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の

で
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
文
：
て
し
か
が
え
こ
ま
ち
推
進
協
議
会
・

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
部
会
・
て
し
か
が
ス

タ
イ
ル
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
全
体
構

想
運
営
委
員
会
・
広
報
チ
ー
ム
）

てしかが野外活動スキルアップ講習会シリーズ第５回

「ガイド論」「雪と氷のリスクマネジメント」－てしかがえこまち推進協議会・エコツーリズム推進部会－

　てしかがえこまち推進協議会ではエコツーリズム推進部会を中心に、環境省より認定を受けた「てしかがスタイ
ルのエコツーリズム推進全体構想」に基づき、「地域ならではの特色」を生かしたエコツアーの開発や、環境保全と
地域振興の仕組みづくりに取り組んでいます。
　その一環として、アウトドアガイド向けの講習会をシリーズで実施していますが、今回はその第５回目のご案内
です。

▼日　時／①１月24日㈬　18時～20時  ②１月25日㈭　９時～11時
▼場　所／川湯ふるさと館

▼講　師／ニセコ雪崩調査所　所長　新谷　暁生　氏

▼テーマ／①１月24日㈬ 「ガイド論」　　②１月25日㈭ 「雪と水のリスクマネジメント」

▼対象・定員／町内外のアウトドアガイド　先着20人

▼受講料／町在住の方は無料　町外在住の方は1,000円

▼申し込み締め切り／ １月22日㈪までに事務局まで電話でお申し込みください。
　　　　　　　　　※24日、25日の両日開催ですが、どちらか１日のみの受講も可能です。

申し込み・問い合わせ先
てしかがえこまち推進協議会事務局（役場観光商工課観光振興係）☎４８２‐２９４０（課直通）

「ルーから手作りカレー講習会」を開催しました
食・文化部会

　11月23日、てしかがえこまち推進協議会食・文化部会（木名瀬
佐奈枝部会長）主催の『ルーから手作り・カレー講習会』が川湯
ふるさと館にて開催されました。講師は置戸町・食のアドバイ
ザー、佐々木十美さん。元管理栄養士で長年、置戸町の給食作り
を担当されていた佐々木さんは、添加物を使わない食事や、旬
のもの・地のものを食生活に取り入れる大切さを全国で講演さ
れています。
　講習会では、ニンニクとショウガをペースト状になるまで刻
むところから始まるルー作りと、手作りルーを使ってのポーク
カレーやチキンカレーの作り方を学びました。参加された25名
の皆さんは、佐々木さんの食に向き合う真摯な姿勢に触れ、「手
作りできることに驚いた」「楽しく勉強になった」と感想を話し
ていました。この日作ったスパイスのきいた５種類のカレー
は、参加者全員でおいしくいただきました。参加者の関心がとても高かったことから、同部会では今後も講習会を開
催できるか検討中です。
❑問い合わせ／てしかがえこまち推進協議会事務局（役場観光商工課観光振興係）☎４８２－２９４０
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福岡空港で弟子屈町をＰＲしています
　福岡空港内に新たな飲食施設として「ラーメン滑走路」が11月21日にオープンし、
全国のラーメン店が出展しています。その中に、「弟子屈ラーメン福岡空港店」がオー
プン。11月24日には大分県別府市で開催された第２回ＯＮＳＥＮアカデミア温泉会
議に参加していた德永町長が激励を込めて視察しました。店内には、町のパンフレッ
トを設置し、町を広くＰＲする作りとなっていて、「阿寒摩周国立公園」のＰＲも行っ
ています。店長を務める菅原さんは、「福岡空港に訪れる旅行客だけでなく、福岡市内
まで地下鉄で２駅と近いため、福岡市内からの顧客も期待できる。弟子屈町を積極的
に宣伝したい」と話していました。
❑問い合わせ／役場観光商工課観光振興係☎４８２－２９４０（課直通） 菅原店長（右）を德永町長が激励

講師の佐々木十美さんより熱心な指導


